
ほんもの体験フォーラム

東北初の岩手大会
月～日開催
豊かな自然を生かし
多彩な体験メニュー

中
学
校
教
育
旅
行
特
集

第２部

おら、漁師になりてえ！　普代村
漁師の暮らし体験ツアー

コーディネート組織

被災地だから伝えなければならない責任がある　田野畑村
番屋エコツーリズムと大震災の伝承

コーディネート組織
農
林
漁
家
民
泊
体
験

　
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
　

郷
土
料
理
体
験

農業・漁業を体感
野田村で〝のだばある〟体験

コーディネート組織

民
泊
体
験

郷
土
料
理
作
り
体
験

「ミワク」の町で人と自然の「ミカク」を　葛巻町
ミルクとワインとクリーンエネルギーの町

コーディネート組織
く
ず
ま
き
高
原
牧
場

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

白樺ゆれる　琥珀の大地　海女の国こころの交流　久慈市
いわてくじしこころの体験

コーディネート組織
農
林
漁
家
民
泊
体
験

漁
師
体
験

　
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

豊かな自然と温かな人々が元気をくれる洋野町
海と高原のまち・ひろの体験交流

コーディネート組織
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

漁船に乗り最盛期の鮭漁を目の前で見学

　
北
緯

度
の
東
端
に
位
置
す
る

普
代
村
。
黒
崎
展
望
台
か
ら
は
、

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
大
空
と
太
平

洋
の
巨
大
な
青
い
景
色
を
臨
む
こ

と
が
で
き
る
。
初
夏
に
は
ヤ
マ
セ

が
リ
ア
ス
式
海
岸
を
包
み
込
み
、

幻
想
的
な
風
景
を
生
み
出
す
。
卯

子
酉
山
に
あ
る
鵜
鳥
神
社
に
は
源

義
経
伝
説
が
あ
り
、
例
大
祭
に
は

多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
。
産
業

の
大
部
分
は
漁
業
で
、
昆
布
、
ワ

カ
メ
、
鮭
な
ど
お
い
し
い
海
の
幸

が
豊
富
だ
。

　
そ
ん
な
自
然
、
文
化
、
産
業
が

密
接
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る

普
代
村
に
は
、
普
代
の
魅
力
を
感

じ
ら
れ
る
数
々
の
体
験
素
材
が
あ

る
。
中
で
も
、
海
に
生
き
、
村
の

産
業
の
中
心
を
担
う
漁
師
の
存
在

は
、
村
の
最
も
大
き
な
魅
力
の
一

つ
だ
。
そ
の
漁
師
の
暮
ら
し
を
生

活
習
慣
や
食
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
漁
師
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
生
の
声
を
聞
き
、
ど
ん
な
人

が
、
ど
ん
な
思
い
で
魚
を
獲
り
、

ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
、
感
じ
て
、
考
え
る
機
会

に
な
る
。

　
ま
た
、
大
震
災
の
被
害
を
受
け

た
そ
の
場
所
に
立
ち
、
復
興
の
軌

跡
を
体
感
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

が
普
代
村
に
は
あ
る
。

　
普
代
村
の
思
い
は
、
漁
師
の
暮

ら
し
の
一
部
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
普
代
の
魅
力
を
い
っ
ぱ
い
感

じ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
ぜ
ひ
と
も

「
普
代
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。
ツ
ア
ー
を
終
え
た
時
に

は「
お
ら
、漁
師
に
な
り
て
え
！
」

と
叫
ん
で
ほ
し
い
。

　
人
気
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
漁

船
に
乗
り
込
ん
だ
「
鮭
だ
ら
け
！

鮭
漁
見
学
」や
、鵜
鳥
神
楽
鑑
賞
。

ま
た
、
浜
仕
事
の
汗
を
流
す
大
定

番
「
漁
火
の
湯
」
な
ど
。

普代村商工観光対策室
〒―　岩手県下閉伊郡普代村
――
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田野畑村の定番、サッパ船アドベンチャーズ

　
田
野
畑
村
は
、
「
日
本
一
の
海

岸
美
」
と
称
さ
れ
る
「
北
山
崎
」

な
ど
恵
ま
れ
た
景
観
の
中
で
、
住

民
が
漁
業
や
酪
農
を
営
む
典
型
的

な
農
山
漁
村
だ
。

　
２
０
１
１
年
３
月

日
に
村
を

襲
っ
た
大
津
波
は
つ
ら
い
出
来
事

だ
が
、
明
治
や
昭
和
の
大
津
波
か

ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
教
訓
、
そ

し
て
日
常
の
防
災
へ
の
意
識
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
先
も
伝
承
さ
れ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
生
徒
自
ら
が
「
生
き
る
力
」
を

身
に
付
け
る
必
要
性
を
悟
り
、
他

の
人
間
と
「
心
の
絆
」
で
つ
な
が

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

る
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
の
生
業

体
験
を
通
じ
、
真
の
豊
か
さ
を
五

感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
学
び

の
場
所
が
、
こ
こ
田
野
畑
村
に
あ

る
。

　
被
災
後
も
漁
家
や
農
家
を
中
心

に

軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が
あ

り
、
日
常
の
生
活
や
文
化
を
ふ
れ

あ
い
と
共
に
体
験
で
き
る
。
（
受

け
入
れ
人
数
最
大
３
０
０
人
）

　
漁
に
使
う
小
型
漁
船
（
サ
ッ
パ

船
）
に
乗
り
、
断
崖
直
下
や
岩
礁

の
間
を
縫
う
よ
う
に
航
行
す
る
漁

師
の
勇
姿
に
気
迫
を
感
じ
る
。
洋

上
や
漁
港
で
の
体
験
は
、
漁
業
の

厳
し
さ
や
漁
師
の
知
恵
を
あ
り
の

ま
ま
に
伝
え
る
。

　
元
気
か
あ
ち
ゃ
ん
の
指
導
の
も

と
、
地
元
海
産
物
や
農
産
物
を
生

徒
が
自
ら
調
理
し
て
味
わ
う
。
食

の
安
全
性
や
大
切
さ
に
対
す
る
意

識
は
、
自
ず
と
高
ま
っ
て
く
る
。

ＮＰＯ法人体験村・たのはたネット
ワーク
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食事の準備なども一緒に行う民泊体験

　
野
田
村
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
北
に
そ
び
え
る
高
さ


㍍
の
縞
模
様
の
断
崖
「
大
唐
の

倉
（
だ
い
と
う
の
く
ら
）
」
は
、

野
田
港
に
突
き
出
す
古
第
三
紀
の

凝
灰
岩
の
断
崖
。
南
に
は
、
淡
水

魚
の
宝
庫
・
清
流
「
安
家
川
（
あ

っ
か
が
わ
）
」
が
流
れ
、
全
国
で

も
有
数
の
サ
ケ
マ
ス
ふ
化
場
が
あ

り
、
単
河
川
で
の
サ
ケ
の
ふ
化
能

力
は
本
州
一
。
西
に
は
、
野
田
周

辺
を
見
下
ろ
す
８
１
４
㍍
の
村
の

霊
山
「
和
佐
羅
比
山
（
わ
さ
ら
び

や
ま
）
」
、
そ
し
て
、
東
に
は
３

・
５
㌔
㍍
の
小
豆
砂
の
砂
浜
が
ゆ

る
や
か
な
弧
を
描
い
て
続
く
「
十

府
ケ
浦
（
と
ふ
が
う
ら
）
海
岸
」

な
ど
多
様
な
自
然
が
点
在
し
て
い

る
。

　
自
然
か
ら
の
恵
み
と
し
て
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
外
海
で
育

て
ら
れ
た
「
荒
海
ホ
タ
テ
」
、
海

水
を
釜
で
煮
詰
め
る
伝
統
の
直
煮

製
法
で
作
ら
れ
、
味
わ
い
が
ま
ろ

や
か
な
「
の
だ
塩
」
、
冷
涼
な
気

候
で
育
っ
た
糖
度
が
高
い
「
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
」
な
ど
が
あ
る
。

　
海
と
山
の
両
方
の
魅
力
に
ふ
れ

な
が
ら
「
の
だ
ば
あ
る
（
寝
転
が

る
）
体
験
」
は
、
自
然
が
豊
か
な

野
田
村
の
真
骨
頂
だ
。

　
食
事
準
備
な
ど
を
一
緒
に
行
い

な
が
ら
、
村
内
の
人
々
の
家
に
宿

泊
す
る
民
泊
体
験
を
行
っ
て
い

る
。（
受
け
入
れ
人
数
最
大

人
、

な
お
時
期
、
人
数
は
要
相
談
）

　
家
庭
ご
と
、
季
節
ご
と
に
異
な

る
農
作
業
を
体
験
で
き
る
。

のだ暮らし体験村
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風力発電所でクリーンエネルギーを学ぶ

くずまき高原牧場（プラトー）
〒―　葛巻町葛巻――
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葛
巻
町
は
岩
手
県
の
北
部
、
盛

岡
市
と
久
慈
市
を
結
ぶ
街
道
の
中

間
地
点
に
位
置
し
、
総
面
積
約
４

３
４
平
方
㌔
㍍
の
お
よ
そ
９
割
を

森
林
が
占
め
、
周
囲
を
標
高
１
千

㍍
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か

な
高
原
の
町
だ
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
は
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
を
導
入
し
て
以
来

約
１
２
０
年
の
歴
史
を
刻
み
、
乳

牛
の
飼
養
頭
数
約
９
千
頭
、
生
乳

の
生
産
量
１
日
１
０
０
㌧
を
誇
る

「
東
北
一
の
酪
農
郷
」
と
し
て
知

ら
れ
る
。
酪
農
の
拠
点
で
あ
る

「
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
」
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
牧
場
体
験
は
も
ち
ろ

ん
、
牧
場
で
生
産
す
る
新
鮮
な
牛

乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど

の
乳
製
品
も
存
分
に
味
わ
え
る
。

　「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」は
、

高
原
を
吹
き
抜
け
る
風
を
生
か
し

た
葛
巻
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
。

降
り
注
ぐ
太
陽
光
を
利
用
し
た
太

陽
光
発
電
、
牛
の
糞
尿
や
間
伐
材

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な

ど
、
厄
介
者
を
「
自
然
の
恵
み
」

と
と
ら
え
活
用
す
る
「
日
本
一
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
」
だ
。
こ
れ

ら
を
生
か
す
「
人
の
恵
」
も
存
分

に
堪
能
で
き
る
。

　
各
種
体
験
の
な
か
で
も
、
一
年

を
通
し
て
牧
場
の
四
季
を
体
験
す

る「
森
の
幼
稚
園
・
小
学
校
」は
、

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
。
（
年

６
回
。
各
回
と
も

家
庭
限
定
）

　
上
外
川
高
原
風
力
発
電
所
は
、

眺
望
も
す
ば
ら
し
い
標
高
１
千
㍍

地
点
で
稼
働
す
る
風
力
発
電
所
。


機
の
風
車
が
約
１
万
５
千
世
帯

分
の
電
力
を
賄
う
。
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
す
る
格
好
の
機

会
だ
。

渓流を遡上するシャワークライミング

ふるさと体験学習協会
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久
慈
市
は
岩
手
県
の
北
東
部
に

位
置
し
、
西
は
日
本
一
の
白
樺
林

や
豊
か
な
ブ
ナ
林
が
連
な
り
、
そ

こ
か
ら
流
れ
る
清
水
は
、
リ
ア
ス

式
海
岸
を
形
成
す
る
太
平
洋
に
注

ぎ
、
美
し
い
景
色
を
魅
せ
る
と
と

も
に
、
お
い
し
い
海
の
幸
を
育
て

て
い
る
。

　
広
大
な
海
と
自
然
豊
か
な
山

々
、日
本
短
角
牛
、豊
か
な
伝
統
食

文
化
、木
炭
生
産
、心
の
通
う
民
泊

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
素
朴

な
生
活
文
化
、
温
か
な
人
々
の
い

る
久
慈
市
は
、山
、里
、
海
の
全
て

の
体
験
を
堪
能
で
き
る
。

　
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
人
情
味

の
あ
る
指
導
者
の
も
と
で
の
体
験

は
安
心
し
て
心
を
開
く
環
境
を
作

っ
て
お
り
、仲
間
を
尊
重
し
、自
己

を
見
つ
め
、
感
じ
た
こ
と
を
素
直

に
表
現
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
新
し
い
自
分
に
気
付
き
、
豊
か

な
心
を
育
て
、
そ
し
て
き
っ
と
忘

れ
ら
れ
な
い
体
験
に
な
る
。

　
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
農
林
漁
家

に
泊
ま
り
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す

る
民
泊
体
験
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
や
伝
統
、
文
化
な
ど
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
生
か
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
、
心
と
心
の

交
流
を
深
め
る
。
（
受
け
入
れ
人

数
最
大
３
０
０
人
）

　
地
元
漁
師
の
指
導
で
小
型
漁
船

（
サ
ッ
パ
船
）に
乗
船
し
、
漁
師
の

仕
事
で
あ
る
「
カ
ゴ
漁
」
や
「
刺

網
漁
」
を
体
験
。
捕
獲
し
た
魚
は

実
際
に
さ
ば
く
こ
と
も
で
き
る
。

　
指
導
者
の
も
と
、
渓
流
を
歩
行

で
遡
上
す
る
。渓
流
は
淵
や
瀬
、滝

な
ど
変
化
に
富
み
、
予
測
で
き
な

い
環
境
の
中
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
う

ち
に
、協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
。

防潮堤の上で行われる防災学習風景

　
洋
野
町
は
岩
手
県
の
北
東
部
に

位
置
し
、
ウ
ニ
や
ホ
ヤ
な
ど
の
北

三
陸
の
海
の
幸
と
自
然
豊
か
な
山

里
の
幸
、
牧
場
で
育
ま
れ
た
乳
製

品
な
ど
、
海
と
大
地
の
恵
み
に
彩

ら
れ
た
町
だ
。

　
地
域
に
あ
る
自
然
や
歴
史
文
化

な
ど
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
の

推
進
に
向
け
て
、
町
内
の
宿
泊
施

設
や
各
種
体
験
受
け
入
れ
団
体
な

ど
で
構
成
す
る
「
海
と
高
原
の
ま

ち
・
ひ
ろ
の
体
験
交
流
推
進
協
議

会
」
を
２
０
０
９
年
度
に
発
足
さ

せ
て
い
る
。
あ
り
の
ま
ま
の
田
舎

暮
ら
し
、
農
山
漁
村
の
生
活
を
体

験
し
、
人
と
人
と
の
交
流
を
大
切

に
す
る
民
泊
や
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
海
側
で
は
「
南
部
も
ぐ
り
と
ウ

ニ
の
里
」
に
よ
る
特
産
品
の
ウ
ニ

に
つ
い
て
の
学
習
や
ウ
ニ
の
殻
割

り
体
験
が
、
山
側
で
は
「
一
人
一

芸
の
里
」
で
大
野
木
工
体
験
を
は

じ
め
と
す
る
多
彩
な
耕
作
と
工
作

体
験
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
洋
野
町
は
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
死
者
、負
傷
者
、行
方

不
明
者
と
い
う
人
的
被
害
が
全
く

な
か
っ
た
唯
一
の
町
で
も
あ
る
。

震
災
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が

活
躍
し
た
の
か
、
被
災
し
た
水
産

関
係
の
施
設
は
ど
の
よ
う
に
復

旧
、
復
興
し
て
い
る
か
な
ど
の
話

を
聞
く「
防
災
震
災
学
習
」も
行
っ

て
い
る
。

　
実
際
に
被
災
し
た
施
設
の
方
か

ら
も
震
災
時
の
様
子
や
そ
の
後
の

復
旧
、
復
興
へ
の
動
き
な
ど
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
農
林
漁
家
民
泊
体
験
（
受
け
入

れ
人
数
最
大
１
２
０
人
）
ほ
か
、

ウ
ニ
の
殻
割
り
体
験
、
防
災
震
災

学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

海と高原のまち・ひろの
体験交流推進協議会
〒―　岩手県九戸郡洋野町
種市―
ＴＥＬ：――
ＦＡＸ：――
E-mail:tokutei-seisaku@town.hirono.iwate.jp
URL: http://www.town.hirono.iwate.jp/
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北
東
北
の
岩
手
県
は
、
北
海
道
に
続
く

全
国
２
番
目
の
広
さ
を
誇
り
、
リ
ア
ス
式

海
岸
で
知
ら
れ
る
太
平
洋
沿
岸
部
か
ら
、

山
地
や
丘
陵
地
が
多
い
内
陸
部
ま
で
、
緑

豊
か
な
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
久
慈
市
、
洋
野
町
、
葛
巻
町
、
野

田
村
、
普
代
村
、
田
野
畑
村
の
「
北
い
わ

て
地
域
」
で
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
生

か
し
て
体
験
交
流
型
観
光
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
教
育
旅
行
先
と
し
て
大
き
な
フ
ァ

ク
タ
ー
で
あ
る
農
山
漁
村
で
の
ほ
ん
も
の

の
生
活
体
験
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。
今
年


月

～

日
に
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
い
わ
て
」
が
開
催
さ
れ

る
同
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
地
域
の

特
色
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

http://www.town.hirono.iwate.jp/
http://www.kuji-taiken.jp/
http://www.kuzumaki.jp/
http://www.vill.noda.iwate.jp/
http://www.vill.fudai.iwate.jp/
http://www.tanohata-taiken.jp/

